
2007 2月号

Vol.29

愛なん歳時記タスキへの想い

新成人、おめでとうございます
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町
長
の
行
動

　

12
月
は
、
地
域
資
源
活
用
型
活
性
化
協
議
会

（
15
日
）、
第
57
回
愛
媛
駅
伝
競
走
大
会
・
で
あ

い
ふ
れ
あ
い
愛
南
フ
ェ
ス
タ
（
17
日
）、
仕
事
納

め
式
（
28
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

1
月
は
、南
楽
荘
（
年
頭
あ
い
さ
つ
）（
1
日
）、

消
防
仕
事
始
め
式
（
4
日
）、
年
賀
交
換
会
（
松

山
市
、
4
日
）、
愛
南
漁
協
初
市
式
典
（
5
日
）、

福
浦
相
撲
大
会
（
8
日
）、議
員
全
員
協
議
会
（
9

日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
谷
口
町
長
が

「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
を
形
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と

に
対
し
て
、
今
後
と
も
全
力
を
傾
け
て
い
く
と

と
も
に
、
中
・
長
期
滞
在
型
の
観
光
事
業
に
も

取
組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
の
他
、
特
に
、
美
し

い
自
然
環
境
の
保
全
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し

た
施
策
に
重
点
を
置
き
、
学
校
や
保
育
所
の
統

廃
合
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
、

効
率
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
各
位
も
、
公
共
心
を
も
っ
て
職
務
に
励
ん

で
欲
し
い
」
と
、
職
員
に
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
の
様
々
な
分
野
で
変
化
が
激
し
い
現
在
、

情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
町
の
現
状
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
、
柔
軟
な
姿
勢
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

表紙の写真コメント

御荘文化センターで行われた「第 3回愛南町成人式」で、旧友との久しぶりの再会を喜び合う新成人

の艶やかな着物姿を撮影させていただきました。

1/3

　　　 色鮮やかなイルミネーショ
ンが飾り付けられた「DE・あ・い・
21」で、親子を対象に約400名が
参加した「パールイルミネーショ
ン」が賑やかに開催され、サンタ
からの素敵なプレゼントを手に子
どもたちも楽しい一夜を過ごしま
した。

12/16

　　　中泊港岸壁で、平成19年旅客船乗り初め式が賑やかに行われました。1/2

　　　愛南漁協本所で行われた、平成19年の初市を祝う式典の中で、
谷口町長が「行政としても、新鮮で安全な魚介類のPRや販売促進を積
極的に支援していきたい」と力強くあいさつをしました。

1/5

　　　 第 57 回愛媛駅伝競走大会で
のあいさつ
12/17

　　　   「平成 18 年度
　　　　善行青少年及
び青少年健全育成功労
者内閣府特命担当大臣
表彰」を受賞した菊川
小の皆さんです。
　これは、花いっぱい
の緑化活動など、地域
と連携した活動が評価
されたもので、今後も
このような活動が継続
され、他の団体へも広
がることを期待してい
ます。

12/7
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愛は南から

▲基本プレーを大切に指導された

　中尾明
あき

生
お

さん

▲養殖魚贈呈式（南楽荘）であいさつをする
　宇佐愛南漁協魚類養殖部会長

▲ 娘さんのアリスさんをイメージした
モザイクがイギリスで評価された　
Ai Orsman（旧姓大西愛さん）

▲最終区のランナー、小川くん
の健闘を称えるチームメイト
（南宇和高）

▲賑わった記念撮影の様子
　（第 3回町成人式）

▲見事、全国入選 1等を受賞した僧都中 3年の

　大場江
え

里
り

奈
な

さんと岩上翔
かける

くん
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愛
な
ん

■歳
■時
■記

　
　
　
　

昨
年
に
比
べ
、
穏
や
か
な
天

候
に
恵
ま
れ
、
師
走
の
恒
例
行
事
と
な
っ

た
「
第
57
回
愛
媛
駅
伝
競
走
大
会
」（
一

本
松
〜
宇
和
島
大
会
、
53
.
8
k
m
、

7
区
間
）
が
開
催
さ
れ
、
出
場
資
格
を

勝
ち
得
た
62
チ
ー
ム
が
谷
口
町
長
の
号

砲
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
区
間
ご
と

に
順
位
が
入
れ
替
わ
る
激
し
い
競
争
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
一
部
に
愛
南
体
協
A

（
総
合
・
一
部
で
14
位
、
3
時
間
9
分

28
秒
）
と
南
宇
和
高
校
（
総
合
で
27
位
、

一
部
で
22
位
、
3
時
間
18
分
19
秒
）、
二

部
に
愛
南
体
協
B
（
総
合
で
41
位
、
二

部
で
16
位
、
3
時
間
29
分
54
秒
）
が
そ

れ
ぞ
れ
出
場
し
、
沿
道
か
ら
は
、
タ
ス

キ
を
つ
な
ご
う
と
懸
命
に
走
る
選
手
に
、

励
ま
し
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
地
点
（
宇
和
島
市
）

で
は
、
必
死
の
表
情
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び

込
ん
で
く
る
選
手
、
そ
れ
を
温
か
く
迎

え
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
姿
を
見
て
、
改

め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感

し
た
と
と
も
に
、「
元
気
」
を
い
た
だ
く

取
材
と
な
り
ま
し
た
。

12
/
17

タ
ス
キ
へ
の
想
い
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1 区 西之谷幸
ゆき

宏
ひろ

選手から

2区 尾﨑元
もと

明
あき

選手へのタスキリレー 7区 小川智
とも

大
ひろ

選手1区 西之谷幸
ゆき

宏
ひろ

選手

2区 三村生
なる

彦
ひこ

選手から

3区 酒井平
つね

雄
お

選手へのタスキリレー 7区 清家克
よし

之
ゆき

選手1区 酒井康
こう

次
じ

選手

2区 山本光
みつ

伸
のぶ

選手から

3区 青木祐
ゆう

司
じ

選手へのタスキリレー 7区 清家康
やす

弘
ひろ

選手1区 加洲伸
のぶ

昭
あき

選手

南宇和高等学校

愛南体協 A

愛南体協 B
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特集 .1

新
成
人
、
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
新
年
を
鮮
や
か
に
彩
る
「
第
3
回
愛
南
町
成
人
式
」
が

開
催
さ
れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
着
物
に
身
を
包
ん
だ
男
性
1
4
9
名
、
女
性

1
4
2
名
、
計
2
9
1
名
の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
広
見
地
区
の
六
つ
鹿
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
後
、
谷
口
町
長
が
「
皆
さ
ん
は
、

愛
南
町
と
い
う
穏
や
か
で
美
し
い
自
然
の
中
で
育
ま
れ
、
自
然
に
身
に
付
い
て
き
た
思
い
や

り
の
心
を
誇
り
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
自
信
を
持
っ
て
新
た
な
歩
み
を
始
め

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
者
を
代
表
し
て
、
東
純

じ
ゅ
ん

平ぺ

い

く
ん
（
御
荘
和
口
）
が
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け
、

答
辞
を
竹
本
花は

菜な

さ
ん
（
城
辺
乙
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、「
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
と
い
う
、
こ
の
日
の
意
義
を
深
く
理
解
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

1
/
3

答辞を読む竹本花菜さん

記念品を受け取る
東純平くん
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内
海
地
域
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御
荘
地
域
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城
辺
地
域
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一
本
松
地
域
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西
海
地
域
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一般行政職の級別職員数の状況
（平成18年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 　主事 72人 22.0%

２級 　主査 72人 22.0%

３級 　係長・主任 76人 23.2%

４級 　課長補佐 37人 11.3%

５級 　課長 60人 18.2%

６級 　総括課長 11人 3.3%

愛南町人事行政の運営等の状況の公表をします
　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の２及び愛南町人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例に基づき、愛南町の人事行政の運営等の状況概要を公表します。

人件費の状況（普通会計決算）

区分

住
民
基
本
台
帳
人
口

（
平
成
17
年
度
末
）

歳出額
（Ａ）

実質
収支

人件費
（Ｂ）

人
件
費
率

（
Ｂ
／
Ａ
）

（
参
考
）平
成
16
年

度
の
人
件
費
率

平成
17年度

人 千円 千円 千円 ％ ％

27,569 17,922,628 585,172 3,918,323 21.9 22.0 

（注）１「地方財政状況調査」の区分による普通会計（一般・
同和・温泉）決算です。

　  ２　人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務
災害補償費等を含みます。

特記事項
　○　特殊勤務手当の見直しを行い、平成18年４月１日より下記のとお

り改正しています。
　　・老人ホーム手当…廃止
　　・防疫作業手当…日額改正（1,000円／日→700円／日）
　　・行旅病人収容手当…金額改正（1,500円／回→１回1,000円／回）

職員給与費の状況（普通会計予算）

区
分

職
員
数（
Ａ
）

給与費

一
人
当
た
り

給
与
費

（
参
考
）

平
成
17
年
度
平
均

給　料

職
員
手
当

期
末
・
勤
勉

手
当 計（Ｂ）（B/A）

一
人
当
た

り
給
与
費

平
成
18
年
度

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

541 1,863,218 288,384 764,323 2,915,925 5,390 5,411 

（注）１「地方財政状況調査」の区分による普通会計予算で
す。

　   ２　職員手当には、退職手当を含みません。
　   ３　給与費は、当初予算に計上された金額です。
　  ４　職員数は予算計上数値であり、平成18年４月１日現

在の職員数とは一致しません。

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）　ラスパイレス指数とは、各地方公共団体の学歴別・経験年数別の
職員数が国家公務員のそれと同じであると仮定し、その職員数に各
地方公共団体の平均給料月額を乗じて得られる給料総額が国家公
務員の給料総額に対してどのような割合になるかを示す指数です。

　　　　上記の本町ラスパイレス指数は、本町の一般行政職の給与水準
を、国家公務員の行政職俸給表（一）適用者のそれを100として比較
したものです。

職員の平均年齢、平均給料月額の状況

①一般行政職　　　　 　（平成18年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額

愛南町 43.08歳 290,151円

愛媛県 43.04歳 349,112円

国 40.04歳 328,480円

②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額

愛南町 50.03歳 227,000円

愛媛県 45.07歳 318,229円

国 48.04歳 286,499円

（注）「平均給料月額」とは、平成18年４月１日現在にお
ける各職種ごとの職員の基本給の平均です。

職員の初任給の状況（平成18年４月１日現在）
区分 愛南町 愛媛県 国

一般
行政職

大学卒 170,200円 170,200円
Ⅰ種 179,200円

Ⅱ種 170,200円

高校卒 138,400円 138,400円 Ⅲ種 138,400円

技能
労務職

高校卒 134,000円 － －

中　卒 120,200円 － －

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成18年４月１日現在）

区　分
経験

年数10年
経験

年数15年
経験

年数20年

一般
行政職

大学卒 213,944円 245,231円 290,018円

高校卒 201,240円 231,806円 255,750円

技能
労務職

高校卒 218,150円 203,500円 231,400円

中学卒 171,800円 193,240円 212,371円

100％
90％
80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
0％

平成18年度の構成比

3.3％ 2.9％

１年前の構成比

22.0％

22.0％

23.2％

11.3％

18.2％

26.0％

18.3％

22.8％

10.2％

19.8％

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0
愛南町

（H17）
90.1
（H18）
86.5

（H18）
88.0

（H17）
90.0

（H18）
93.5

（H17）
93.7

県内町村平均 全国町村平均

（注）１　愛南町の給与条例に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当す
る代表的な職務です。

　　３　平成18年度に８級制から６級制に変更してい
ます。（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び
５級をそれぞれ統合しています。）　　　　　

上表の割合を示したもの
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その他の手当（平成18年４月１日現在）

手
当
名

内　　　　　容 支給単価

国
の
制
度

と
の
異
同

平成17年度決算

支給実績

支
給
職
員
１
人

当
た
り
平
均
支

給
年
額

扶
養
手
当

 配偶者 13,000 円 同

67,375千円 239千円
配
偶
者
以
外

１人
目

配
偶
者
有

配偶者
が扶養
親族

6,000 円 同

配偶者
が非扶
養親族

6,500円 同

 配偶者無 11,000円 同

２人目 6,000円 同

３人目 5,000円 同

満15歳に達する
日後の最初の年
度初めから満22
歳に達する日以
後の最初の年度
末までの子

（１人につき）
5,000円
加算

同

住
居
手
当

持家居住者
（取得後５年間まで）

2,500円 同

20,146千円 188千円
借家居住者
（最高支給限度額）

27,000円 同

通
勤
手
当

《交通用具使用者》
片道５㎞未満 2,000円 同

18,587千円 64千円

片道５㎞以上10㎞未満 4,100円 同

片道10㎞以上15㎞未満 6,500円 同

片道15㎞以上20㎞未満 8,900円 同

片道20㎞以上25㎞未満 11,300円 同

片道25㎞以上30㎞未満 13,700円 同

片道30㎞以上35㎞未満 16,100円 同

片道35㎞以上40㎞未満 18,500円 同

片道40㎞以上45㎞未満 20,900円 同

片道45㎞以上50㎞未満 21,800円 同

片道50㎞以上55㎞未満 22,700円 同

片道55㎞以上60㎞未満 23,600円 同

片道60㎞以上 24,500円 同

《公共交通機関使用者》
最長６箇月の定期
券等の価格による
運賃等相当額

（最高支給限度額）
55,000円

同

時間外勤務手当

平成17年度
決算

支給実績 88,847千円

職員１人当たり
平均支給年額

215千円

平成16年度
決算

支給実績 95,734千円

職員１人当たり
平均支給年額

239千円

期末手当・勤勉手当（平成17年度）

区　分
愛南町 愛媛県 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 3.00月分 1.45月分 3.00月分 1.45月分 3.00月分 1.45月分

加算措置
の状況

職制上の段階、
職務の級等によ
る加算措置

職制上の段階、
職務の級等によ
る加算措置

職制上の段階、
職務の級等によ
る加算措置

１人当た
りの平均
支給額

917千円 1,773千円 －

特殊勤務手当（平成18年４月１日現在）

平成17年度
決算

支給実績 6,372千円

支給職員１人当たり平均支給年額 115,855 円

職員全体に占める手当支給職員の割合 10.4%

平成18年度 手当の種類（手当数） 9

手当の名称 主な支給対象業務職員
左記職員に対
する支給単価

税徴収等手当 町税の徴収に関する事務に従事した職員 日額250円

防疫作業手当

感染症患者若しくは感染症の疑い
のある患者の救護に従事した職員

日額700円

感染症の病原体に付着した物件
若しくは付着の危険がある物件
の処理作業に従事した職員

家畜伝染病の病原体を有する家畜若し
くは家畜病原体を有する疑いのある家
畜に対する防疫作業に従事した職員

野猿駆除手当 野猿駆除に従事した職員 １回2,000円

行旅病死人等
収容手当

行旅病人の収容作業に従事した職員 １回1,000円

行旅死亡人の収容作業に従事した職員 １回3,000円

ごみ処理・
し尿処理手当

ごみ処理及びし尿処理に従事した職員 月額5,000円

火葬業務・
火葬処理手当

やむを得ない事情により火葬処
理に従事した職員

月額5,000円

夜間勤
務手当

あけぼの荘
あけぼの荘における夜間勤務に
従事した職員

日額250円

環境衛生
センター

環境衛生ｾﾝﾀｰにおける夜間ごみ
焼却業務に従事した職員

1回1,000円

消防職手当
消防職員のうち、階級を有し、制服
を着用し、消防事務に従事する者
（事務専従職員は、支給対象外）

月額5,000円

救急出動手当
救急救助業務
に従事した職
員（1回1人）

管内 1回250円

管外

25㎞未満 1回1,000円

25㎞以上
100㎞未満

1回2,000円

100㎞以上 1回3,000円

退職手当（平成18年４月１日現在）

区　分
愛南町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

その他の加算
措置

－
定年前早期退
職特別措置

（2～20％加算）
－

定年前早期退
職特別措置

（2～20％加算）

１人当たり平
均支給額
（平成17年度）

890千円 21,657千円 － －

退職手当の
調整額

　職務の級等の区分に応
じた６段階の調整月額を
決め、職員の在職期間の
うち、その月額が高い方
から60月分の合計額を調
整額として加算

　職務の級等の区分に応
じた６段階の調整月額を
決め、職員の在職期間の
うち、その月額が高い方
から60月分の合計額を調
整額として加算

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成17年度に退職した職員
に支給された平均額です。
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一般行政部門の定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要
区　分 平成16年 平成17年 平成18年 平成16～18年 （参考）

部　門 計画前年 1年目 ２年目 計 数値目標

一般行
政部門

減員 △ 23人 △ 23人 △ 46人

増員 11人 11人 22人

差引 △ 12人 △ 12人 △ 24人 (100.0%)

職員数 399人 387人 375人 375人 375人

（注） １　計画期間は、平成17年～平成22年までの5年間です。
　　２　平成16年の職員数は平成16年10月1日現在、平成17年以降の職員数は

各年4月1日現在となっています。
　　３　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。

平成17年４月１日～平成22年４月１日
における定員管理の数値目標（職員数）

平成17年

4月1日

平成22年

4月1日
純減数 純減率

職員数 職員数

625人 543人 △82人 △13.1％

年齢別職員構成の状況

区　

分

20
歳
〜
未
満

20
歳
〜
23
歳

24
歳
〜
27
歳

28
歳
〜
31
歳

32
歳
〜
35
歳

36
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
43
歳

44
歳
〜
47
歳

48
歳
〜
51
歳

52
歳
〜
55
歳

56
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

0 6 35 67 69 55 46 72 82 90 94 0 616 

構
成
比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

0.0 1.0 5.7 10.9 11.2 8.9 7.5 11.7 13.3 14.6 15.2 0.0 100 

職員の採用状況（平成18年4月1日現在）

区　分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業会計部門

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

行政
事務

1人 1人 2人 － － 0人 － － 0人 

合　計 1人 1人 2人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

部門別職員数の状況と主な増減理由

区　分

部　門

職員数

主　な　増　減　理　由
平成17年 平成18年 対前年増減数

一
般
行
政
部
門

議会 3人 3人 0人

総務 82人 78人 △4人 支所における事務の統廃合による減員

税務 13人 15人 2人 管理収納業務の強化による増員

民生 151人 152人 1人 保健医療係のスタッフ充実による増員

衛生 73人 61人 △12人 支所保健センターの事務の統廃合による減員

農林水産 30人 33人 3人 水産課魚類養殖振興係及び産業振興室の新設による増員

商工 13人 12人 △1人 指定管理者制度導入に伴う宇和海ふれあいセンター業務委託による減員

土木 22人 21人 △1人 事務の統廃合縮小による減員

小計 387人 375人 △12人

特
別
行
政
部
門

教育 107人 110人 3人 人権啓発室移管による増員

消防 45人 45人 0人

小計 152人 155人 3人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 47人 44人 △3人 病院統合に伴う減員

水道 16人 16人 0人

交通 6人 5人 △1人 職員退職に伴う減員

下水道 1人 1人 0人

その他 16人 20人 4人 地域包括支援センター新設に伴う増員

小計 86人 86人 0人

合計 625人 616人 △9人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数（教育長1人は除く）であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、臨時又
は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合及び愛南町社会福祉協議会出向職員等（平成17年及び平成18年6人）を除いています。

　　２　職員数は各年4月1日現在となっています。

特別職の報酬等の状況（平成18年４月１日現在）

区　分 給料月額等
平成18年度期末手当支給割合

６月期 12月期 計

給
料

町　長 770,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

助　役 625,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

収入役 570,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

報
酬

議　長 286,000円 1.625月分 1.725月分 3.35月分

副議長 227,000円 1.625月分 1.725月分 3.35月分

議　員 181,000円 1.625月分 1.725月分 3.35月分

職員の退職の状況（平成18年3月31日現在）

区　分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業会計部門

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

定年退職 4人 1人 5人 1人 － 1人 1人 － 1人 

定年前
退職

－ 3人 3人 － － 0人 － － 0人 

合　計 4人 4人 8人 1人 0人 1人 1人 0人 1人 
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職員の分限処分の状況（平成17年度）

処分事由
地方

公務員法
降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くな

い場合

第28条

第1項第1号
－ － － － 0件 

心身の故障の場合

第28条

第1項第4号

第2項第1号

－ － － － 0件 

職に必要な適格性

を欠く場合

第28条

第1項第3号
－ － － － 0件 

職制、定数の改

廃、予算の減少に

より廃職、過員を

生じた場合

第28条

第1項第4号
－ － － － 0件 

刑事事件に関し、

起訴された場合

第28条

第2項第2号
－ － － － 0件 

失職した場合
第28条

第4項
－ － － － 0件 

合　　　　　計 0件 0件 0件 0件 0件 

（注）１　地方公務員法に基づき分限処分に付された者の状況を

　　　示しています。

　　２　２以上の理由により分限処分に付された場合は、主た

　　　る処分事由により計上しています。

職員の懲戒処分の状況（平成17年度）

処分事由
地方

公務員法
戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場
合

第29条
第1項第1号

2件 － 1件 1件 4件

職務上の義務に違
反し又は職務を
怠った場合

第29条
第1項第2号

－ － － － 0件

全体の奉仕者たる
にふさわしくない
非行があった場合

第29条
第1項第3号

－ － － － 0件

合　　　　　計 2件 0件 1件 1件 4件

（注）１　地方公務員法に基づき懲戒処分に付された者の状況を
　　　示しています。
　　２　２以上の理由により懲戒処分に付された場合は、主た
　　　る処分事由により計上しています。

職員の研修の状況
　職員の勤務能率の発揮及び増進のため、以下の研修を実施して
います。

区　　　　　分 研　修　名　等

職場内研修
新採職員研修、接遇接客研修、法制執務
研修、人権教育研修、環境基本条例研修
　他

職
場
外
研
修

基
本
研
修

　階層別研修
新採職員研修、中堅職員研修、係長級研
修、課長級研修　他

能
力
開
発
研
修

 法令
コース

行政法講座、民法講座、地方自治法講座

 政策形成
コース

政策立案講座、政策法務講座、公共マー
ケティング講座、問題解決能力講座

 対人能力
コース

折衝力・交渉力講座、プレゼンテーショ
ン講座、クレーム対応講座、ロジカルシ
ンキング講座

 管理能力
コース

マネジメント能力講座、意思決定能力講
座、広報とマスコミ対応講座

 行政経営
コース

県民との協働推進講座、CS（生活者満足
度）向上講座

 行政事務
コース

法人会計講座（複式簿記入門コース、営
利法人コース）

派
遣
研
修

専門研修機関
市町村アカデミー、国際文化アカデミー
　他

職員の勤務成績の評定の状況

　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、定期的に
勤務成績の評定を行い、人事管理の基礎資料とし、公務能率の発
揮及び増進を図っています。
　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員が評定者
として、所属職員の能力、執務態度及び業績等の評価を行い、助
役、収入役及び総務課長が調整者として、評定結果の調整を行い
ます。
　調整した評定結果は町長が最終確認をし、人事異動、昇任及び
昇給等において活用しています。
　また、人事異動に当たっての希望並びに勤務状況についての自
己評価及び現在の仕事についての成果等を申告する自己申告書を
職員に提出させ、人事異動において活用しています。

平成22年4月1日現在における定員の数値目標

　定員管理については、スクラップ・アンド・ビルド（組織等の新設にあたっては、同等の組織等廃止を条件とし、純増を認めな

い組織管理）の徹底を基本として、極力定員管理の縮減を行うとともに、増員の抑制をすること、合わせて職員の資質の向上や適

材適所等による人材の有効活用を進めていくことが必要となります。

　本町においても、町民サービスの低下を招くことがないよう配慮しながら、抜本的な事務・事業の整理、組織の合理化、職員の

適正配置に努めるとともに、民間委託等の推進、ＩＣＴ化（情報通信技術）の推進等により職員数の抑制に取組みます。

　職員の増員については、専門分野（医療職、消防職員等）の職員を中心に、原則として退職した職員の２割程度の補充とし、適

正な職員配置に努め、平成17年度から5年間で82人（13.1％）の職員数削減を目標とし、平成22年4月1日現在において職員数は543

人(地方公務員の身分を保有する休職者及び派遣職員等を含み、宇和島地区広域事務組合及び愛南町社会福祉協議会出向職員等除

く)となる予定です。 
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企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

各
種
委
員
会
の
答
申
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

行
政
評
価
諮
問
事
業
に
つ
い
て

行
政
評
価
と
は
？

　

行
政
が
行
う
様
々
な
事
業
に
つ
い
て
、

一
定
の
基
準
で
、
で
き
る
限
り
分
か
り
や

す
い
指
標
を
用
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
効

率
性
、
成
果
な
ど
に
つ
い
て
、
客
観
的
な

立
場
で
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
予
算

編
成
や
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営

に
活
か
す
た
め
の
制
度
で
す
。

愛
南
町
の
行
政
評
価
は
？

　

本
町
に
お
い
て
も
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
社
会
経
済
情
勢
や
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
４
月
１
日
に
愛
南
町

行
政
評
価
条
例
を
施
行
し
、
同
年
４
月
20
日

に
、
10
名
の
行
政
評
価
委
員
を
委
嘱
し
て
、

町
長
が
諮
問
し
た
事
業
に

つ
い
て
の
外
部
評
価
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
行
政
評
価
委

員
会
が
、
５
月
か
ら
12
月

の
間
、
計
７
回
に
わ
た

り
、
「
公
営
住
宅
関
係
事

業
ほ
か
７
事
業
」
に
つ
い

て
、
そ
の
有
効
性
や
優
先

性
、
達
成
度
、
効
率
性
、
波

及
性
等
の
観
点
か
ら
審
議

を
行
い
、
平
成
18
年
12
月

25
日
に
、
谷
口
町
長
に
答

申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
諮
問
事
業
の
改

善
意
見
や
方
向
性
な
ど
、

提
出
さ
れ
た
答
申
内
容
を

検
討
し
、
今
後
の
行
政
運

営
に
活
か
し
て
い
く
よ
う

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
審
議
経
過
】

　

事
務
局
又
は
担
当
課
か

ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を
基

に
、
担
当
課
へ
の
質
疑
応

答
を
行
い
、
現
地
視
察
を

踏
ま
え
て
方
向
性
な
ど
の

意
見
を
出
し
合
い
、
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

今年度諮問対象事業 担当課評価
担当課
方針

委員会方針 評価（コメント）事業 
番号

事務事業名
重
要
性

有
効
性

1
公営住宅関係
事業

A A 維持

老朽化住宅→
廃止

老朽化住宅においては早急に撤去することが望ましい。払い下げや居住者の他
の公営住宅への転居を推進する方策の検討（一定期間の入居費等の助成等）な
ど、早急に行うこと。また、撤去後の用地においては住民ニーズにあった有効
利用を望む。

普通住宅→
継続

滞納整理を引き続き努力すること。明け渡し請求など法的措置も講じながら今
後の運営方法（民間委託等）や有効な手段を検討すること。公営住宅として管
理されているものなので、維持修繕・補修は必要に応じて行うこと。

新規建設→
縮小

民間経営でも空き部屋が目立つ中、本町の賃借住宅事情は充足していると感じ
る。今後の新規建設は必要最小限の建替えのみとし、民間業者を圧迫しないよ
う配慮する。（建替え時には、公営住宅を統合し土地の有効利用を図る。）

2
船越漁港広域漁
港整備事業
（特定）

B B 縮小 縮小

町自体が主体性を持って、漁協・漁民等関係者と協議をし、計画の見直しが必
要である。 
現計画が合併以前の旧町で計画されたものであり、漁協も合併したことから、
現状にあった計画に見直し、コスト削減を検討すること。

3
柏崎漁港地域水
産物供給基盤整
備事業

B B 維持 縮小

町自体が主体性を持って、漁協・漁民等関係者と協議をし、計画の見直しが必
要である。 
現計画が合併以前の旧村で計画されたものであり、漁協も合併したことから、
現状にあった計画に見直し、コスト削減を検討すること。

4
町道樫月小浦線
道路改良事業

B A 維持 維持継続
生活道路としては必要な路線であり、早期完了をめざしてほしい。 
事業費においても、県補助金が無くなった今、路線等の変更によりコスト削減
を実施しており、今後の町単独事業においてもこのような姿勢を望む。

5
町道弓立大滝線
道路改良事業

B A 維持 維持継続
生活道路としては必要な路線であり、早期完了をめざしてほしい。 
事業費においても、県補助金が無くなった今、路線等の変更によりコスト削減
を実施しており、今後の町単独事業においてもこのような姿勢を望む。

6 旅客船運営事業 ー ー 維持 委託（縮小）
指定管理者制への移行の検討を要す。（現行の運営方法ではなく、事業の改廃
を含め、愛南町観光事業での海中公園の位置付けを再検討し、発着港の選定な
ど、総合的な判断を行うことが望ましい。）

7
小規模下水道運
営事業

A A 維持 維持継続

加入率が100％になるよう努力すること。集落排水事業を利用しているのは、
一部の住民であり、利用区域の住民が100％接続しなければ、他地区住民の理
解を得ることが難しい。 
運営方法（委託料）などを適宜見直し、コスト削減に努める。使用料について
も早い時期に見直し、統一を図る。

8 B&G運営事業 ー ー 維持 維持継続

健康増進や体力づくりには欠かせない施設であるが、PRや宣伝効果が薄いた
め利用者数に反映されていない。 
水泳教室など外部委託で行っているものを見直し、内部（職員）でできること
は内部（職員）で行い、コスト削減を図ること。

※担当課評価：「高い＝A、やや高い＝B、普通＝C、やや低い＝D、低い＝E」

谷口町長に答申書を提出する山下求
もとむ

武委員長

今回の各諮問事業に対する評価は、次の一覧表のとおりです。
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企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

国
・
県
補
助
の
補
助
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て
！

て
い
な
い
補
助
金
を
対
象
に
、
各
課
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
、
公
益
性
、
発
展

性
、
費
用
対
効
果
の
項
目
に
基
準
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
点
数
化
し
、
個
々
の

補
助
金
を
採
点
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
・
県
の
補
助
を
伴
う
補
助
金
の
う
ち
、

下
記
一
覧

表
21
番
の

補
助
金
以

外
は
、
「
当

該
補
助
金

事
業
の
趣

旨
に
沿
っ

た
事
業
で

あ
り
、
そ
の

事
業
実
施

に
伴
う
有

効
性
及
び

公
益
性
が

高
い
必
要

な
事
業
」

と
い
う
意

見
で
し
た
。

　

そ
の
他
、

以
下
の
と

お
り
一
覧

表
に
ま
と

め
ま
し
た

の
で
公
表

し
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
発
足
し
た
町
補
助
金
検

討
委
員
会
は
、
初
年
度
に
本
町
の
町
単
独

補
助
事
業
の
み
を
個
別
に
判
定
し
、
望
ま

し
い
形
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
年
目
に
あ
た
る
今
年
度
に
お
い
て

は
、
国
・
県
補
助
を
伴
う
補
助
金
を
中
心

に
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
平
成
19
年
１
月
５
日
に
、
谷
口
町
長

に
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
提
出
さ
れ
ま
し
た
答
申
結
果
を

参
考
に
、
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
検
討
経
過
等
】

　

補
助
金
は
「
公
益
性
」
が
明
確
で
あ
る

こ
と
と
、
「
公
平
性
」
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
基
本
原
則
で
す
が
、
公
益
性
や
公

平
性
な
ど
は
時
間
と
と
も
に
変
化
し
、
ま

た
抽
象
的
な
も
の
で
幅
広
く
解
釈
さ
れ
や

す
い
概
念
で
あ
る
た
め
、
常
に
見
直
し
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
補
助
金
検
討
委
員
会
で

は
、
町
補
助
金
等
の
事
業
に
つ
い
て
、
望

ま
し
い
形
や
「
改
善
意
見
等
」
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
町
が
町
民
・
団
体
に
交

付
し
て
い
る
補
助
金
の
中
で
、
国
や
県
の

補
助
を
伴
う
補
助
金
及
び
前
年
度
検
討
し

国・県補助を伴う補助金 単位：千円

番号 名　称 交付先
H18

予算額
見直し
金額

付帯意見

1
民生児童委員協議会補
助金

愛南町民生
児童委員協議会

186 150 
活動の必要性は認めるが、繰越金が多く、補助金の有効活用を望
みたい。

2 社会福祉協議会補助金
愛南町社会福
祉協議会

30,000 27,000 
加入率が低下している傾向にあり、これに歯止めをかけるよう自
助努力による赤字体質の改善を図ることが望ましい。

3
心身障害者作業所運営
事業補助金

心身障害者共同
作業所「こころ」

4,860 － 20.10.1の障害者自立支援法の適用改正による対応を望む。

4
男性参画子育サポート
事業補助金

各保育所地域
活動クラブ

1,917 1,917 子育てに男性が参画する事は、社会情勢上必要である。

5 障害児すこやか保育事業 船越保育園 0 －
該当する乳児の有無により、必要な限度で補助することが必要で
ある。

6 老人クラブ補助金
町老人クラブ
連合会・各支部

6,174 5,800 
老人クラブ県補助金の減額分を全て町費で補てんすることは容易
でなく、会費収入増等の自助努力を望みたい。

7
社会福祉法人等利用者
負担額減免助成金

社会福祉法人等に
よる利用者負担軽
減申出事業所

3,600 3,600 
当該利用者の届出により、必要に応じ補助することが必要であ
る。

8 町雇用促進協議会
愛南町雇用促進

協議会
477 477 

雇用対策の推進は、地域の発展と住民の生活安定のうえで重要な
課題であり促進すべきである。

9
小型合併処理浄化槽設
置整備事業補助金

申請者（個人） 31,680 31,680 
環境汚染防止対策の推進は必要不可欠であり、下水道未整備の地
域での制度は今後も継続していくべきである。

10 担い手総合支援事業
愛南町担い手育成
総合支援協議会

1,000 1,000 
発展性や費用対効果を向上させるためには、事業運営主体の努力
が必要である。

11
水田農業構造改革対策
事業

転作農家 1,741 1,741 
地域水田を担う営農組織への支援は必要であり、米政策の円滑な
推進を望む。

12
次世代を担う農林漁業
就業促進事業

青年就農者 360 360 就学者の増加を図る取り組みが必要である。

13
農作物鳥獣害防止対策
事業費補助金

各集落等 900 600 
現行補助制度に基づき、予算の範囲内において補助することが必
要である。

14
営農インターン推進事
業

新規就農者 0 －
事業の必要性は認めるが、新規就農者の確保について、さらなる
ＰＲをしていくべきである。

男性参画子育サポート事業補助金
（はまゆう保育所）担い手総合支援事業（飼料稲機械の実演）
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企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

町
建
設
計
画
推
進
検
討

に
つ
い
て
！

15
みかん産地再編緊急対
策事業

オレンジバンク愛
南、マルエム共撰場

3,980 3,980 愛南特産品の育成強化のため必要である。

16
21世紀型農業産地育成
事業

JAえひめ南 300 300 
市場評価の高い銘柄産地を育成することは重要であり、継続が必
要である。

17
農地保全事業推進補助
金

僧都行政協力員 0 - 台風等の災害時の補助金は必要と思われる。

18
有害鳥獣駆除事業費補
助金

猟友会 4,730 4,730 
農林作物等に著しい被害を受けていることから、社会的ニーズは
高い。

19
児童生徒遠距離通学費
助成金

各小学校児童 2,070 2,070 
学校の統廃合を推進していくならば、この制度は継続の必要があ
る。

20
児童生徒遠距離通学費
助成金

各中学校生徒 8,785 8,785 
学校の統廃合を推進していくならば、この制度は継続の必要があ
る。

21 食育推進事業補助金 一本松小学校 1,500 - ３か年限定の補助事業であり、18年度が最終年。

合計 104,260 94,190 

町単独補助金

番号 名　称 交付先
H18

予算額
見直し
金額

付帯意見

1 行政相談業務研究会
南宇和行政相談
業務研究会

50 50 
本来は国の行政相談であるが、実際は町行政の相談が多く、補助
は必要と思われる。しかし、補助金の使途については、本来の目
的にあった活用が望ましい。

2 障害児保育事業 はまゆう乳幼児保育所 0 －
該当する乳児の有無により、今後も必要な限度で補助することが
必要である。

3
環境ボランティア破傷
風等予防接種

申請者（団体） 45 45 
善意無償の環境ボランティアが実施する作業の安全を担保するた
めに補助は必要である。

4
施設管理補助金
（分館の光熱水費）

内海公、家串公、魚神山
公、一本松公の分館

764 －
補助金としての支出は適当でない。集会施設と併設分館の管理費
支出については、役場内部で再検討を求む。

合計 859 95 

※答申結果一覧表の「見直し金額」は平成18年度予算に対してのものです。
※同「見直し金額」欄にある「－」は、現在予算化されていないもの、町で再検討を求めるもの及び制度上予算化の必要がないものです。
※答申結果一覧表の「付帯意見」は、委員会において審査時にでた意見です。
※町単独補助金は昨年の見直し方法を踏襲し判断した結果です。

　

新
町
建
設
計
画
推
進
検
討
委
員
会
（
平

成
17
年
11
月
１
日
、
20
名
を
委
嘱
）
か
ら
、

新
町
建
設
計
画
重
点
施
策
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
向
性
を
提
案
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
他
、
改
善
意
見
等
を
提
言

す
る
答
申
が
平
成
18
年
12
月
４
日
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
答
申
内
容
を
活
か
し
て
、

町
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
検
討
経
過
等
】

　

新
町
建
設
計
画
と
は
、
合
併
後
10
年
間

を
財
政
的
見
地
か
ら
推
計
し
、
新
町
の
財

政
運
営
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
て
作
成
さ
れ
た
の
も
で
す
。
策
定
当
時

に
加
味
さ
れ
て
い
た
変
動
要
因
が
、
昨
今

の
国
の
三
位
一
体
改
革
や
景
気
低
迷
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
想
定
外
に
大
き
く
変
動

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
新
町
建
設
計
画

推
進
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
改
め
て
そ

の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

意
見
（
提
言
）
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
財
政
担
当
課
か
ら
、
現
在
の
町
の
行

財
政
状
況
の
説
明
を
受
け
た
中
で
、
現
在

の
中
長
期
財
政
計
画
は
、
平
成
20
年
度
で

新
町
建
設
計
画
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
額

が
約
２
１
億
７
千
万
円
減
少
し
、
地
方
債

残
高
は
約
３
９
億
円
に
増
額
す
る
と
い
う

よ
う
に
開
き
が
で
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
重
点
施
策
等
に
つ
い
て
の
方
向
性
を

協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
合
併
前
に
立
案
し
た
「
新

町
建
設
計
画
」
は
、
そ
の
後
の
地
方
財
政

を
取
り
巻
く
環
境
の
激
変
か
ら
、
そ
の
ま

ま
で
の
町
政
の
遂
行
は
困
難
で
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
重
点
施
策
は
愛

南
町
に
一
体
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
必

要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
即
中
止
と
い
う

決
断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
現
段
階
で
の

実
施
は
見
送
り
、
環
境
や
財
政
状
況
の
変

化
を
見
つ
め
な
が
ら
合
併
特
例
債
の
借
入

期
限
で
あ
る
平
成
26
年
度
ま
で
に
状
況
に

応
じ
て
結
論
を
出
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と

の
意
見
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　　

各
個
別
の
重
点
施
策
に
対
す
る
意
見
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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議
会
事
務
局
か
ら
！

第
４
回
愛
南
町
議
会
定
例
会

重点施策等名称 方　向　性 備　考

次世代型 CATV の整備

CATV の整備に関しては、地上波デジタル対応、高度情報
通信サービス、災害時連絡、多チャンネル放送などのメリ
ットが考えられるが、それぞれに課題があることと、近隣
の CATV の運営状況を考えるとどうしてもランニングコスト
面での不安要素が大きい。
そういったことも考慮し、現在の財政状況と併せて考え

ると、多額の資金を必要とする CATV 整備の大型プロジェク
トの遂行は現在の状況では困難であると思われる。
現在の地上波デジタル化の対応・インフラ整備等の不確

定な時期ではなく、大多数の住民が利用する（加入者見込）
ことが想定でき、財政状況の好転が望まれる時期が来るま
で、実施は見送ることが妥当である。

状況に応じて、少人
数での委員会を設置
して検討すること。

コミュニティバス・タ
クシーの運行

　現在、コミュニティバスは運行しているため、今後のダ
イヤ改正や増便、路線の検討など引き続き担当課で住民ニ
ーズに応える形での運営を望む。

住民（JUMIN）集いの
館事業（仮称）整備事
業

　現在の財政状況では遂行が困難である。今後、状況に応
じて図書館整備などの部分的な対応の必要性の検討を望む。

「健康・安全・安心」産
業の促進

　現在、担当課において HACCP 対応等を行っているため協
議せず。

「環境先進立町」の推進
　担当課から環境基本計画策定の報告を受けているため、
今後計画に沿っての推進を望む。

新庁舎建設事業

　合併協議会で確認されていた用地への新庁舎建設につい
て中止することについて、議会でも協議されており、委員
会においても中止の方向で確認した。今後、耐震関係や庁
舎用地、建設構造など時間をかけて協議することを望む。

状況に応じて、少人
数での委員会を設置
して検討すること。

　

「
平
成
18
年
第
４
回
議
会
定
例
会
」
が
開

催
さ
れ
、
始
め
に
谷
口
町
長
が
「
現
在
、

四
国
88
ヵ
所
の
霊
場
と
遍
路
道
を
世
界
文

化
遺
産
の
登
録
候
補
に
と
、
四
国
４
県
が

一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
先
の

12
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
も
、
世
界
遺

産
登
録
へ
向
け
た
取
組
や
姿
勢
、
意
欲
な

ど
に
つ
い
て
、
加
戸
知
事
が
力
強
く
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
四
国
第
40
番
霊
場
・
観
自

在
寺
が
所
在
し
、
遍
路
道
が
横
断
し
て
い

る
愛
南
町
と
し
て
は
、
大
歓
迎
し
た
い
出

来
事
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
ま
ず
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
暫
定

  12/

14～22

リ
ス
ト
へ
の
登
載
候
補
と
な
り
ま
す
よ
う

念
願
し
、
道
は
遠
く
険
し
い
も
の
と
は
思

い
ま
す
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
」
と
、
召
集
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
病
院
事
業
運
営
審
議
会
条
例

他
の
制
定
が
６
議
案
、
集
会
施
設
条
例
他

の
一
部
改
正
が
６
議
案
、
御
荘
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
条
例
他
の
全
部
改
正
が
２
議

案
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
購
入
契

約
、
船
越
漁
港
広
域
漁
港
整
備
工
事
請
負

他
の
契
約
の
変
更
が
２
議
案
、
愛
媛
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
、
愛
媛

県
市
町
総
合
事
務
組
合
他
の
規
約
の
変
更

及
び
改
正
が
６
議
案
、
平
成
18
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
が

７
議
案
、
訴
訟
の
提
起
が
４
議
案
、
ゆ

ら
り
内
海
及
び
山
出
憩
い
の
里
温
泉
の
指

定
管
理
者
の
指
定
が
２
議
案
、
議
員
発
議

に
よ
る
愛
南
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定
及
び
35
人
学
級
の
早
期
実

現
と
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
な

ど
合
計
46
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
の

指
定
管
理
の
指
定
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
内
倉
長

ち
ょ
う
ぞ
う

蔵
、
土
居
尚な

お
ゆ
き行

、
田
口

勝
ま
さ
る

、
清
水
雅ま

さ
ふ
み文

、
西
口
孝

た
か
し

、
二
宮
敬け

い
す
け典

の

各
議
員
か
ら
、
町
公
用
車
の
リ
ー
ス
、
い

じ
め
・
非
行
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
履
修

も
れ
・
履
修
時
間
不
足
へ
の
対
応
、
南
海

地
震
な
ど
に
対
す
る
防
災
等
に
つ
い
て
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら
！

愛
南
の
カ
キ
は
、

安
全
、
新
鮮
で
す
！

水
産
課
か
ら
！

西
海
支
所
１
階
に
、魚
類
養
殖

　

研
究
室
を
設
置
し
ま
し
た
！

保
健
福
祉
課
か
ら
！

声
の
広
報
が
ス
タ
ー
ト
！

学
校
教
育
課
か
ら
！

篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会

第
２
回
臨
時
会
！

水
道
課
か
ら
！

水
道
事
業
運
営
審
議
会

　

委
員
公
募
の
お
知
ら
せ
！

国
保
一
本
松
病
院
・
内
海
診
療
所
か
ら
！

病
院
事
業
運
営
審
議
会

委
員
公
募
の
お
知
ら
せ
！

　

昨
年
末
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
が
流
行
し
、
出
荷
時
期
を
迎
え

た
御
荘
湾
の
カ
キ
も
風
評
被
害
に
よ
る
被

害
を
受
け
、
生
産
者
も
苦
悩
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
町
と
し
て
も
、
豊
か
な

海
に
育
ま
れ
た
本
町
自
慢
の
特
産
品
で
あ

る
御
荘
湾
の
カ
キ
の
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
砥
部

町
が
本
町
の
支
援
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
カ
キ
を
購
入
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
豊
か
な
自
然
の
中
、
育
て
ら

れ
た
産
品
の
安
全
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
販
路
拡
大
を
め
ざ

し
た
取
組
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
魚
類
養
殖
の
振

興
を
図
る
た
め
、
西
海
支
所
１
階
に
魚
類

養
殖
研
究
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
研
究
室

で
は
、
町
職
員
２
名
、
愛
南
漁
協
職
員
１

名
の
計
３
名
体
制
で
、
魚
病
の
診
断
、
治

療
・
予
防
の
指
導
、
新
し
い
養
殖
技
術
や

新
魚
種
養
殖
の
導
入
・
普
及
、
赤
潮
や
漁

場
環
境
調
査
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
魚
類
養
殖
業
関
係
の
方
は
、
養
殖
に

関
す
る
こ
と
で
困
っ
た
事
や
不
明
な
事
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
西
海
支
所
内
水
産
課
魚

類
養
殖
振
興
係
（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

広
報
12
月
号
か
ら
、
目
の
不
自
由
な
方

（
現
在
、
利
用
者
が
３
名
）
の
た
め
に
、

12/
  27

12/
    6
　

本
庁
議
場
で
、
「
平
成
18
年

篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会
第
２

回
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
始
め
に
谷
口

組
合
長
が
「
篠
山
小
中
学
校
新
築
工
事

も
、
屋
根
や
外
壁
の
色
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
は
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
、
今
後
と
も
完
成
ま
で
関

心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
、
召
集
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合

の
規
約
の
変
更
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

森
岡
知
昭
教
育
委
員
の
再
任
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

○
公
募
委
員
数　

２
名

○
任
期　

２
年
間
（
平
成
19
年
４
月
１
日

　
　
　
　

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
）

○
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

○
応
募
期
間　

２
月
28
日（
水
）ま
で

○
応
募
方
法　

応
募
の
動
機
、
住
所
、
氏
名
、

○
公
募
委
員
数　

２
名
以
内

○
任
期　

２
年
間
（
平
成
19
年
４
月
１
日

　
　
　
　

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
）

○
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

○
応
募
期
間　

２
月
28
日（
水
）ま
で

○
応
募
方
法　

応
募
の
動
機
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
（
応

募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）、
国
保
一
本

松
病
院
・
内
海
診
療
所
ま
た
は
各
支

所
住
民
福
祉
課
へ
郵
送
・
℻
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
せ　

　

国
保
一
本
松
病
院

　
　

℡
８
４
―

２
２
５
５

　
　

℻
８
４
―

３
１
９
５

　

内
海
診
療
所

　
　

℡
８
５
―

０
３
４
１

　
　

℻
８
５
―

０
０
９
８

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
（
応

募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）、
水
道
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
郵
送
・

℻
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
せ　

　

水
道
課

　
　

℡
７
２
―

０
８
３
５

　
　

℻
７
２
―

０
９
２
４
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社
会
教
育
課
か
ら
！

文
部
科
学
大
臣
表
彰
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

総
務
大
臣
表
彰
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

社
会
教
育
課
か
ら
！

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て

西
村
智と

も

さ
ん
（
御
荘
平
山
）
が
朗
読
し
た

「
声
の
広
報
」
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
）
が
届

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
「
今
ま
で
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
て
ん

と
う
む
し
の
会
員
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
話
さ
れ
、
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ

キ
を
前
に
、
広
報
を
朗
読
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
取
材
当
日
は
、
て
ん
と
う
む
し

の
会
（
点
訳
グ
ル
ー
プ
、
会
員
13
名
）
の

皆
さ
ん
が
、
広
報
の
点
訳
作
業
を
さ
れ
て

お
り
、
改
め
て
広
報
紙
づ
く
り
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に

親
し
み
を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
魅
力
的
な
紙
面
構
成
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
６
日
に
、
東
京
都
で
「
平
成
18
年

度
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
愛
媛
県
公
民

館
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
社
会
教

育
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
倉
田
昭て

る

尚な
お

さ
ん
（
御
荘
平

城
）
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
「
地
域
に
お

け
る
社
会
教
育
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
国
で
１
０
９
名
、
県
内
で

は
２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
10
月
18
日
、
楠
本
富と

み

男お

さ
ん

（
御
荘
和
口
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
、
各
種

統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ
た
中
で
、
今
回
、

労
働
力
調
査
部
門
で
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
県
内
で
は
３
名

（
全
国
で
は
１
８
９
名
）の
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

労
働
力
調
査
と
は
、
国
民
の
就
業
・
不

就
業
の
状
態
と
、
そ
の
月
々
の
変
化
を
明

ら
か
に
し
、
国
の
経
済
政
策
や
雇
用
対
策

な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
月
、
全
国
の
選
定
さ
れ
た
調
査
区

に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

てんとうむしの会の皆さん

　

女
性
の

自
立
や
社

会
参
加
を

支
援
し
、

男
女
共
同

参
画
社
会

の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
平
成
18
年
度
「
愛
南
町
女
性

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
歌

手
の
橋
幸
夫
さ
ん
の
奥
様
で
、
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
の
橋
凡な

み

子こ

さ
ん
に
よ
る
「
お
母
さ
ん

は
宇
宙
人
〜
心
の
世
界
〜
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
り
ま
す
。
主
な
講
演
内
容
は
、
姑

を
看
取
っ
た
経
験
か
ら
く
る
体
験
談
な
ど

で
、
全
国
各
地
で
大
き
な
関
心
を
呼
び
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
高
校
生
や
一
般
の
方
の
体
験

発
表
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
日　

時　

２
月
10
日（
土
）
13
時
〜

○
場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
せ　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整

理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
入
場

整
理
券
は
、
本
庁
総
務
課
広
報
広
聴
室
、

各
支
所
住
民
福
祉
課
、
社
会
教
育
課
、
各

公
民
館
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。(

町
内
在
住

者
を
優
先
い
た
し
ま
す
）

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課(

℡
７
２
―

１
５
３
０
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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総
務
課
か
ら
！

交
通
災
害
共
済
の
加
入

手
続
が
変
わ
り
ま
し
た
！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
！

愛
南
農
業
者

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
０
７

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
！

愛
南
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ
！

総
務
課
防
災
対
策
室
か
ら
！

地
域
防
災
体
制
の
向
上
を
め

ざ
し
、（
株
）伊
予
銀
行
か
ら

「
防
災
倉
庫
」２
台
が
贈
呈
！

　

町
で
は
、
交
通
災
害
共
済
の
加
入
手
続

に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
従

来
の
行
政
協
力
員
に
よ
る
取
り
ま
と
め
の

加
入
方
法
か
ら
、
加
入
希
望
者
が
所
定
の

金
融
機
関
な
ど
に
直
接
申
し
込
む
方
法
に

変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
加

入
方
法
な
ど
詳
細
は
、
２
月
の
各
地
区
へ

の
加
入
啓
発
チ
ラ
シ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
共
済
掛
金

一
人
年
額　

一
般　
　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

２
５
０
円

（
中
学
生
以
下
と
は
、
平
成
４
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。）

○
加
入
口
数

　

１
名
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

○
共
済
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

※
途
中
ご
加
入
の
方
は
、
掛
金
を
納
め
た

翌
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

○
申
込
用
紙
の
配
布

　

２
月
上
旬
に
申
込
用
紙
を
昨
年
度
加
入

し
て
い
る
方
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

○
申
込
先

　

所
定
の
金
融
機
関
ま
た
は
本
庁
総
務

課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

○
問
い
合
せ

　

新
規
加
入
の
方
は
、
全
戸
配
布
す
る
加

入
啓
発
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
不
明

な
点
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

か
な
自
然
を
残
す
た
め
の
普
及
活
動
や
時

間
を
か
け
て
樹
木
を
育
て
、
地
球
の
緑
化

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を
広
げ
る
活
動

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
せ
】

　

詳
し
く
は
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡

７
２
―

７
３
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

再
発
見
か
ら
始
め
る
農
の
元
気
・
創
造

　

愛
南
町
担
い
手
協
議
会
で
は
、
安
定
的

か
つ
効
率
的
な
農
業
経
営
を
行
う
た
め
、

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
や
地
域
自
ら
の

創
意
・
工
夫
に
基
づ
く
様
々
な
資
源
の
活

用
等
を
模
索
し
よ
う
と
、
「
愛
南
農
業
者

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
０
７
」
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
農
産
物
や
加
工
品
の
品
評
会

や
即
売
会
、
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
日　

時　

２
月
17
日（
土
）

○
場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

10
時
〜
農
産
物
・
加
工
品
の
品
評
会 

　
　
　

14
時
〜
講
演
会

　
　
　

15
時
30
分
〜
農
産
物
等
の
即
売
会

○
講
師
の
ジ
ョ

ン
・
ギ
ャ
ス
ラ

イ
ト
さ
ん
（
ア

メ
リ
カ
）
は
、
木

登
り
を
通
し
て

自
然
と
ふ
れ
あ

い
、
そ
の
中
で

環
境
に
優
し
い
心
を
育
て
る
「
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
」
（
本
部
ア
メ
リ

カ
）
を
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
次
世
代
へ
豊

○
日
時　

２
月
18
日（
日
）
午
後
２
時
〜

○
場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

合
唱
団
コ
ス
モ
ス
ほ
か
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
・
愛
南
少
年
少
女
合
唱
団
・

平
城
小
学
校
音
楽
部
が
出
演
し
ま
す
。

な
お
、
入
場
料
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

㈱
伊
予

銀
行
か
ら
、

地
震
等
の

風
水
害
等

で
必
要
な

防
災
資
機

材
を
収
納

す
る
た
め

の
「
防

災

倉
庫
」（
２

台
）
が
寄

贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ

の
事
業
は
、
創
立
65
周
年
を
迎
え
た
同
銀
行

が
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
寄
贈
さ
れ
た
「
防
災
倉
庫
」
は
、
消
防

団
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平城小音楽部の皆さん
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商
工
観
光
課
か
ら
！

山
出
憩
い
の
里
温
泉
の

入
浴
料
が
変
わ
り
ま
す
！

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

美
し
い「
愛
南
町
」を
描
こ
う
！

商
工
観
光
課
か
ら
！

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
！

町
民
課
か
ら
！

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

山
出
憩
い
の
里
温
泉
で
は
、
こ
れ
ま
で

格
差
の
あ
っ
た
町
内
温
泉
３
施
設
の
入
浴

料
の
均
衡
を
図
っ
て
、
高
騰
す
る
燃
料
費

に
対
応
す
る
た
め
に
、
４
月
１
日
よ
り
入

浴
料
を
次
の
表
の
通
り
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
今
ま
で
通
り
の
ご

愛
顧
ご
利
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施
設
名

指
定
管
理
者
名

ゆ
ら
り
内
海

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役　

深
堀　

毅
つ
よ
し

山
出
憩
い
の

里
温
泉

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ハ
ー
ト
in
ハ
ー
ト
な
ん
ぐ
ん
市
場

理
事
長　

梶
田　

修し
ゅ
う
じ二

大   人 300円

高齢者(65歳以上) 250円

高齢者(80歳以上) 200円

障害者手帳交付者 200円

中 学 生 200円

小 学 生 150円

小学生未満 無 料

家族風呂 50分 1,800円

入浴券

(11枚)

大  人 3,000円

高齢者(65歳以上) 2,500円

高齢者(80歳以上) 2,000円

障害者手帳交付者 2,000円

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
景
観
や
生
活
文
化

な
ど
を
テ
ー
マ
に
『
第
16
回
地
展
「
愛
南

町
」
を
描
く
絵
画
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
春
、
紹
介
し
ま
し
た
、「
愛
南
町
」
を

描
く
絵
画
展
の
開
催
が
迫
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
、
住
み
慣
れ
た
身
近
な
風

景
や
伝
統
行
事
な
ど
を
描
い
て
も
ら
う
こ

と
で
「
町
の
観

光
Ｐ
Ｒ
」
と
「
ふ

る
さ
と
へ
の
愛

着
」
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行

う
も
の
で
す
。

　

こ
の
絵
画
展
に
、
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
改
め
て
海
、
山
と
豊
か
な
自

然
環
境
が
あ
ふ
れ
る
愛
南
町
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
展
覧
会

本　

展　

愛
媛
県
美
術
館

　
　
　
　

３
月
20
日（
火
）〜
25
日（
日
）

巡
回
展　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
大
研

　
　
　
　

修
室
３
月
27
日（
火
）以
降
の
予
定

【
問
い
合
せ
】

　

詳
細
に
い
て
は
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.to
w
n.ainan.ehim

e.jp/

）
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
が
、
企
画
財
政
課
政

策
推
進
室
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
４
回
町
議
会

定
例
会
」
に
お
い
て
、
「
ゆ
ら
り
内
海
」
と

「
山
出
憩
い
の
里
温
泉
」
の
指
定
管
理
者

が
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年
４
月
１
日

か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度
（
町
条
例
第
47

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

２
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、老
後
に
受
け
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
に
つ
い

て
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ん
の
年

金
権
を
確
保
す
る
た
め
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
「
ご
自
宅
へ
の
訪
問
」
や
「
電
話
」
に

よ
り
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、年
金
を
確
実
に
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、保
険
料
は
、き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

戸
別
訪
問
に
よ
る
ご
案
内 

　

社
会
保
険
事
務
所
職
員
や
非
常
勤
の
国

家
公
務
員
で
あ
る
「
国
民
年
金
推
進
員
」

が
身
分
証
明
書
を
携
帯
の
う
え
各
家
庭
を

訪
問
し
、
制
度
の
説
明
や
保
険
料
納
付
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
ご
案
内 

　

社
会
保
険
事
務
所
職
員
や
国
が
委
託
し

た
民
間
業
者
が
、
電
話
に
よ
り
納
付
の
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
委
託
に
は

徹
底
し
た
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

個
人
の
年
金
情
報
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
戸
別
訪
問
や
電
話
で
の
案
内
は
、
平
日

だ
け
で
な
く
休
日
や
夜
間
に
も
、
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。

年
金
の
問
い
合
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

０
５
７
０
―

０
５
―

１い

い

ろ

う

ご

１
６
５

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
年
金

相
談    

０
５
７
０
―

０
７
―

１い

い

ろ

う

ご

１
６
５

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
お
客
様
か

ら
の
電
話
を
全
国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
等
の
う
ち
、
回
線
の
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

○
通
話
料
金
は
、
一
般
固
定
電
話
の
場

合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料

金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

号
、
平
成
17
年
９
月
16
日
施
行)

に
よ
る
運

営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
現
在
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
両
施
設
の
入
浴

回
数
券
は
、
３
月
31
日
ま
で
が
使
用
期
限

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（２月）

高
齢
者
支
援
課
か
ら
！

高
齢
者
の
身
近
な
相
談
窓
口

南
宇
和
高
等
学
校
か
ら
！

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

愛
南
警
察
署
か
ら
！

一
年
間
、お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

　

愛
南
警
察
署
で
は
、
平
成
18
年
中
に
お

け
る
駐
在
所
業

務
や
交
通
安
全

業
務
等
の
警
察

業
務
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
団

体
や
個
人
の
方

に
、愛
南
警
察
署

長
か
ら
感
謝
状

の
贈
呈
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

感
謝
状
を
受

け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

山さ
ん

月げ
つ

愛
好
会

　

尾
﨑　

義よ
し
ひ
こ彦

さ
ん　

（
御
荘
平
城
）

　

二
宮　

喜き

惣そ

松ま
つ

さ
ん
（
久　

良
）

　

菅　
　

毅た
け
しさ

ん　
　

（
御
荘
平
城
）

　

坂
本　

愛あ
い

香か

さ
ん　

（
御
荘
平
城
）

　

梶
田　

勝か
つ

治じ

さ
ん　

（
緑　

甲
）

　

中
平　

勝か
つ

則の
り

さ
ん　

（
城
辺
甲
）

　

吉
田　

芳よ
し

光み
つ

さ
ん　

（
中　

泊
）

　

南
宇
和
高
等
学
校
で
は
、
平
成
19
年
度

に
「
創
立
百
周
年
」
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
、
充
実

し
た
教
育
環
境
整
備
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
町
唯
一
の
高
等
学
校
で
あ
る
「
南
高
」

が
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
、
２
月
よ

り
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
南
宇
和
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記

念
事
業
期
成
会
（
℡
７
２
―

１
２
４
１
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
「
高
齢
者
支
援
課
」
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
、
高
齢
者

虐
待
に
関
す
る
問
題
や
「
ど
こ
に
相
談
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
支
所
の
住
民
福
祉
課
、
保
健

セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介

護
支
援
係
）
に
お
い
て
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す

町内全域
城辺地域

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

高
齢
者
支
援
課　
　
　
　

℡
７
２
―

７
３
２
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
７
２
―

７
３
２
５

内海地域

内
海
支
所

住
民
福
祉
課　
　
　
　
　

℡
８
５
―

０
３
１
１

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー
内

介
護
支
援
係　
　
　
　
　

℡
８
５
―

０
８
８
８

御荘地域

御
荘
支
所

住
民
福
祉
課　
　
　
　
　

℡
７
２
―

１
１
１
１

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
７
２
―

７
３
２
５

一本松地域

一
本
松
支
所

住
民
福
祉
課　
　
　
　
　

℡
８
４
―

２
２
１
１

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー
内

介
護
支
援
係　
　
　
　
　

℡
８
４
―

１
２
５
１

西海地域

西
海
支
所

住
民
福
祉
課　
　
　
　
　

℡
８
２
―

１
１
１
１

西
海
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

介
護
支
援
係　
　
　
　
　

℡
８
２
―

０
０
３
３

※
な
お
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課（
係
）

等
に
引
継
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

名　称 月　日 曜日 場所 対象年齢

乳児健診 2月20日 火

城辺保健福祉センター

H18年 8月1日～H18年 9月30日生

３歳児健診 2月13日 火 H15年11月1日～H15年12月31日生

５歳児健診 2月  6日 火 H13年12月1日～H14年 1月31日生

　対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

名　称 月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば 2月16日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 2月  7日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

みなみっ子 2月26日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆

名　称 月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 2月18日 日 城辺保健福祉センター
  ９：３０～１１：３０

事前申込み

乳児栄養相談　　 2月23日 金 城辺保健福祉センター
１３：００～１３：３０

事前申込み

育児学級「わんぱくクラブ」 2月21日 水 城辺保健福祉センター １０：００～１１：３０

栄養相談 2月  9日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ　保健福祉課　℡７２－１２１２
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税
務
課
等
か
ら
！

2
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

2・3月行事予定表

一　般　内　科

建国記念の日 11日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

振 替 休 日 12日 中浦診療所 中　浦 ☎75-0503

第３日曜日 18日 福岡医院 一本松 ☎84-3600

第４日曜日 25日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

第１日曜日   4日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日 11日 松本クリニック 一本松 ☎84-2001

備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

２月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

３月の当直医

国

民

健

康

保

険

税

9期分/10期分

介

護

保

険

料

固

定

資

産

税

4期分/4期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
を
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　７日・１４日・２１日
水曜日の
　AM8：30～10：00
3月の引取日は、
 　７日・１４日
水曜日の
　　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って

役場本庁または各支所まで連れてき

てください。詳しくは、環境衛生課

（℡72－7316）または各支所地域振

興課まで問い合せください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦

各
公
民
館
、
日
土
・
古
月
・
脇
本
各
集
会
所

2/28
3/28

僧
都
高
正
織
布
跡
・
緑
公
民
館
、
三
島
団

地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田

各
集
会
所

2/26
3/26

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、

松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

2/23
3/22

西　海

中
泊
有
料
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越

田
各
集
会
所

2/21
3/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、

福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成

川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

2/19
3/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
広
見
・
中

川
各
コ
ミ
セ
ン
・
満
倉
・
上
大
道
・
小
山

本
村
・
正
木
各
集
会
所

2/15
3/13

内　海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀

井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海

裏
、
平
碆
・
柏
崎
・
梶
屋
敷
各
集
会
所

2/13
3/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和

口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町

各
集
会
所

2/8
3/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平

山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

2/6
3/5

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤

水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・

高
畑
各
集
会
所

2/2
3/1

2、3月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

7 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

9 金 １４：００～１６：００ 認知症介護教室 久家集会所

10 土
１３：００～ 愛南町女性の集い 御荘文化センター

１４：００～ 幼児映画会 御荘夢創造館

11 日   ８：３０～１６：００
第４回愛南町

レクバレーボール大会

御荘B＆G海洋
センター、
平城小体育館

14 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺地域）
御荘文化センター
城の辺学習館

15 木 １０：００～１５：３０ 年金一日相談 商工会城辺支所

17 土
１０：００～１７：００

愛南農業者
フェスティバル０７

御荘文化センター

１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

18 日 １５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

19 月
１０：００～１５：００ 人権相談所開設 城の辺学習館

１４：００～１６：００ 認知症介護教室 下久家集会所

24 土

愛いっぱい愛南産直市
（～３/２）

三越松山店

１８：３０～２０：３０ 人権コンサート 山村開発センター

25 日

  ８：３０～
９人制女子

バレーボール大会
御荘B＆G海洋
センター

  ８：３０～
第38回南宇和郡

サッカー選手権大会
南レク城辺
グラウンド他

１４：００～１６：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

日 曜 時　間 行事名 場　所

3月

3 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

4 日
  ８：３０～１７：００

南予地区
水泳BC級水泳競技大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

5 月 サンゴ週間（～11日） 観光旅客船

6 火 １４：００～ 篠山小中学校組合議会 議場

7 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

8 木 １０：００～１１：３０ 絵本の読み聞かせ教室 正木公民館

10 土
  ８：３０～

トレッキング・ザ・空海
あいなん

（松尾坂コース）

御荘文化
センター出発

１８：００～ 花へんろ講演会 御荘文化センター

11 日

  ８：３０～１７：００
第2回フレンドリーカップ・
ソフトバレーボール大会

御荘B＆G海洋
センター他

  ９：４０～
トレッキング・ザ・空海

あいなん
（柏坂コース）

DE・あ・い・２１出発

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～ 幼児映画会 御荘夢創造館

  　　　子育てサークル
  　 「こあら」御荘保育所 
  　　毎週月・水・金曜日
   　　８：３０～１１：３０ 
  　　　※（2/12は除く）
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愛
な
ん
ニ
コ
ニ
コ
、キ
ラ
キ
ラ
★
星

　

カ
ラ
フ
ル
オ
ム
レ
ツ

　

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
一
本
松
小
学
校
６
年

の
土
居
千ち

鶴づ
る

さ
ん
、
善
家
葉は

瑠る

香か

さ
ん
、
吉

村
美み

希き

さ
ん
、
宮
本
拓た

く

弥や

さ
ん（
現
在
は
、
皆

さ
ん
、
中
学
校
１
年
生
）が
考
案
し
、
実
際
に

学
校
給
食
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

材
料
（
１
人
分
）

  

●  

ト
マ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
½  
個

  

●  

ピ
ー
マ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
個

  

●  

ベ
ー
コ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
枚

  

●  

た
ま
ご
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
個

  

●  

牛
乳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

  

●  

と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
適
量

  

●  

ケ
チ
ャ
ッ
プ

…
…
…
…
…
適
量

  

●  

塩
、
こ
し
ょ
う

…
…
…
…
…
少
々

  

●  

油
…
…
…
適
量

作
り
方

①
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
ベ
ー
コ
ン

を
一
口
サ
イ
ズ
に

切
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
で
油
を
熱
し
、
ピ
ー
マ

ン
、
ベ
ー
コ
ン
を
炒
め
、
ト
マ
ト
も
さ
っ

と
炒
め
る
。

③
ボ
ー
ル
に
た
ま
ご
、
牛
乳
、
塩
、
こ

し
ょ
う
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
②
の
フ
ラ
イ
パ

ン
に
流
し
込
む
。

④
手
で
ち
ぎ
っ
た
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
も
入

れ
、
素
早
く
混
ぜ
、
形
を
整
え
る
。

⑤
フ
タ
を
閉
め
て
火
を
通
す
。

⑥
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
る
。

（
記
事
提
供  

一
本
松
小
学
校
）

はまゆう保育所園児

一本松保育所園児

正木保育所園児

満倉保育所園児
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元
気
い
っ
ぱ
い
愛
ら
ん
ど

　

東
京
都
の
国
際
展
示
場
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
で
「
第
50
回
日
本
学
生
科
学
賞
中
央
最
終
審
査
・
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
部
門
」
で
、
僧
都
中
3
年
の
大
場
江え

里り

奈な

さ
ん
と
岩
上
翔

か
け
る

く
ん
の
共
同
研
究
、「
海
中
公
園
の
透
明
度
を
知
ら
せ
よ
う
」
が
、
全
国
入
選
1
等
と
な
り
、

22
・
23
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
員
の
先
生
方
を
前
に
最
終
審
査
の
た
め
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
鹿
島
の
海
中
公
園
の
透
明
度
情
報
を
載
せ
、
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
に
常
に
き
れ
い
な
サ
ン
ゴ
や
熱
帯
魚
を
見

て
も
ら
お
う
と
い
う
提
案
で
す
。
ま
た
、「
研
究
部
門
」
で
は
、
大
場
江
里
奈
さ
ん
の
「
ゴ
ム
風
船
っ
て
ど
こ
ま
で
飛
ぶ
の
?
」
が
全
国
入
選
3
等
・
県

最
優
秀
賞
・
県
教
育
長
賞
、
岩
上
翔
君
の
「
雨
水
の
揺
れ
の
秘
密
を
探
る
」
が
県
最
優
秀
賞
・
県
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
長
賞
、
佐
藤
理り

沙さ

さ
ん
（
1

年
）
の
「
と
ま
ら
な
い
噴
水
の
謎
」
が
県
最
優
秀
賞
と
、
初
の
最
優
秀
賞
独
占
を
達
成
し
、
3
月
末
で
閉
校
と
な
る
僧
都
中
学
校
の
最
後
を
飾
る
す
ば

ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

輝
い
た
私
た
ち
の
探
求
心
！

12/
　 22～24　

深
浦
小
学
校
体
育
館
で
、
新
年
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
第
38
回
深
浦
少
年
剣
道
大
会
」
が
行
わ
れ
、
高
知
県
を
始
め
、

16
団
体
、
約
2
0
0
名
の
剣
士
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
優
勝
の
個
人
・
団
体
の
み
掲
載
】

○
個
人
戦
（
男
子
）

　

1
・
2
年
生
（
男
・
女
）
の
部 

山
本
怜れ

い

司じ

（
平
城
）

　

3
年
生
の
部   

二
神
大ひ

ろ

也や

（
一
本
松
）

　

4
年
生
の
部   

二
神 

健け

ん

（
一
本
松
）

　

5
年
生
の
部   

濵
田
将ま

さ

志し

（
深
浦
）

　

6
年
生
の
部   

西
山
翔

し
ょ
う

舞ま

（
一
本
松
）

　

優
秀
選
手    

二
神 

健
（
一
本
松
）、
濵
田
将
志
（
深
浦
）

気
合
を
込
め
て
、
新
年
に
臨
む
!

1/
　7　

昨
年
ま
で
の
「
四
国
西
南
地
区
高
等
学
校
相
撲
大
会
」
が
、
今
年
度
は
「
福
浦
地
区
御
薬
師
様
少
年
相
撲
大
会
」
と
し
て
、

小
中
学
生
に
よ
る
宮
相
撲
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
古
く
か
ら
福
浦
地
区
の
初
薬
師
の
日
に
奉
納
相
撲
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
小
中
学
生
の
部
に
、
南
宇
和
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
・
津
島
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
・
内
海
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
・
福
浦
小
学

校
の
有
志
、
片
島
中
学
校
・
津
島
中
学
校
・
城
辺
中
学
校
・
御
荘
中
学
校
の
各
相
撲
部
か
ら
計
93
名
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
取

組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
、
福
浦
小
学
校
の
有
志
も
、
普
段
、
相
撲
の
練
習
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
3
名
が
「
3
番
勝
ち
」

の
勝
ち
名
乗
り
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
大
健
闘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
、
奉
納
相
撲

1/
　8

○
個
人
戦
（
女
子
）

　

3
・
4
年
生
の
部 

久

真ま

子こ

（
城
辺
）

　

5
・
6
年
生
の
部 

澤
近
美み

咲さ

き

（
城
辺
）

　

優
秀
選
手    

久

真
子
（
城
辺
）、
澤
近
美
咲
（
城
辺
）

○
南
宇
和
剣
道
会
長
賞 

西
山
翔
舞
（
一
本
松
）

○
団
体
戦

　

男
女
3
年
生
以
下   

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

　

男
女
4
年
生
以
上   
一
本
松
剣
道
会
A

男女 4年生以上優勝の一本松剣道会 A

男女３年生以下優勝の深浦スポーツ少年団 A

写真左から岩上くん、大場さん
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　御荘中学校グラウンドで、帰省をされていた東北楽天ゴー
ルデンイーグルスの中四国担当スカウト、中尾明

あ き

生
お

さん ( 御
荘平城出身 ) による野球教室 ( 過去に4回ほど指導 )が

あり、御荘中・西海中の野球部員31名が参加しました。
教室では、キャッチボールやバッティングなど、投げ

る・打つといった基本動作について、「体を壊さ
ず、長く野球を続けるためには、基本が大切」

と、キャッチボールの重要性や練習に取組む姿勢
など、熱の入った指導をされていました。

　中尾さんは、拓殖大をご卒業後、広島東洋カープに
入団し、南海ホークスに移籍、計14年間、選手として活躍

されました。その
後、ダイエーや近鉄
でコーチとして選手
育成に尽力され、現
在は、東北楽天ゴー
ルデンイーグルスの中
四国担当スカウトと
して活躍されていま
す。今後とも、ふる
さと選手の育成にご
協力いただきますよ
うお願いします。

キャッチボールが野球の基本!1/5

やさしかった愛南町の人・風景
　四国遍路の途中、本町で受
けた暖かいお接待のお礼に
と、岡田豊

と よ

一
い ち

さん(神戸市在
住)から、コンピューターグラ
フィックで描いた数々の絵を
お送りいただきました。送ら
れた作品は、岡田さんが歩か
れた遍路道などの風景で、本
庁舎ロビーに展示しています。素晴らしい思い出の作品をお送
りいただきありがとうございました。

12/17

誰もが、幸せ感じる町へ!
　御荘文化センターで、「共に生きる街」を

キーワードに福祉や人権を考えようと「で

あい ふれあい 愛南フェスタ」が行われま

した。

　その中で、高知市の病院で医療ソーシャ

ルワーカーとして勤務されている上田真弓

さんが「自分らしく生きる」と題して講演さ

れました。上田さんは「大学在学中に交通

事故に遭い、けい髄を損傷され、リハビリを経て今の職場で

働いている。昔の私に戻ることはできないが、せっかくある今

日の命を大切に、明日に向かって生きていきたい」と、障害が

あっても社会に貢献できると力強く語られました。この他、人

権啓発映画や福祉活動のパネル展示などがありました。

12/17
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「アリス」が優勝!
　現在、ロンドンにお住まいで、英国の

モザイク芸術専門コースを修了されたAi 

Orsman(旧姓大西愛
あ い

さん、御荘平城出

身)が、Topps Tile(英国一流のタイル専
門店)が主催する全国モザイク芸術コン
テストで、見事優勝されました。 
　Aiさんは、モザイク専門コースを修了したばかりでしたが、地
区審査で150名以上のモザイクアーティストの中から有望な15
名に選ばれ、さらに「2006年全国トップスタイルモザイク芸術
コンテスト」においても、見事優勝されたそうです。
　帰国されたAiさんにお伺いすると、「以前から、モザイクや
絵画などの創作活動に興味を抱いていて、優勝した作品は、
娘さんのアリスさんをイメージして作ったもの。今後は、もっと
幅広い芸術活動をしていきたい。また、チャンスがあれば、保
育所(愛南町)の壁などに自分の作品を描いてみたい」と、受賞
の喜びを話されていました。

12/22

　正木公民館では、伝統文化の継承と世
代間の交流を図ろうと、篠山小学校と正
木・宿毛市山北地区の老人クラブ、計 50
名が参加し、年末恒例の「しめ縄作り教室」
を行いました。
　教室では、しめ縄飾りの由来などを所
谷老人クラブ会長が説明し、班ごとに分か
れ、悪戦苦闘しながらも、お気に入りの
一品を仕上げました。3年生の女児は、「ワ
ラをより合わせるのが難しかったけど、出
来てうれしかった。家の玄関か部屋に飾り
ます」と満足げに話していました。
　終了後は全員で一緒に給食を食べ、地
域の絆を深めました。

地域の絆を深める12/20

美味しいクリスマスプレゼント
　愛南漁協魚類養殖部会 (宇佐德

の り

夫
お

会長 ) は、本町自慢の
新鮮な海の幸を満喫してもらおうと、「南楽荘」を始め、計7ヵ
所の福祉施設に、約 45匹の真鯛やブリを贈りました。
　贈呈式では、宇佐会長が「きれいな海で育てた安全、安心
な真鯛やブリです。今夜は、刺し身で食べてください」とあ
いさつしました。また、入所者を代表して、石田元

も と

治
じ

さんが
「脂ののった絶品の寒ブリと鯛のお刺し身が食べられると思
うと、今から楽しみ。私たちにとっては、何よりのクリスマス
プレゼントです」と、感謝の言葉を述べられました。

12/25

ふるさとへの贈り物!
　三原啓

け い

次
じ

郎
ろ う

さん(大
阪府交

か た

野
の

市在住)か
ら、ふるさと愛南町
を想い、これから社
会にでる若い方々に
読んで欲しいという
ことで、ご友人の川
人正

ま さ

臣
お み

著による「仕
事が人をつくり、人
が仕事をつくる～先人に学ぶ経営のこころ～」他1冊、計
200冊の本が寄贈されました。
　なお、寄贈いただいた本は、今年度南宇和高校を卒業
し、実社会に船出する生徒、約100名と、町内の小中学校
や公共施設(公民館等)の図書館に配布させていただきまし
た。ありがとうございました。

12/20

寄贈された本を手にする田村

香
か

織
おり

さん (3 年 ) と南宇和高校

の平野榮
さかえ

校長、三好純
じゅん

子
こ

教頭
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愛
南
文
芸

生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報

心配ごと相談室
　次の日の午後２時～４時に、無料で民生児
童委員２名が日常生活でかかえる心配ごとの
相談をお受けします。
　２月10日　御荘老人福祉センター　
　２月28日　御荘老人福祉センター
　２月21日　DE・あ・い・21

（    一本松山村開発センター）　    西海支所

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
確
定
申
告
の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
確
定
申
告
の
準
備
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
３
月
15
日（
木
）。
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
４
月
２
日（
月
）ま
で
で
す
。
申
告
書
は
、
郵
送
等
で
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
書

が
簡
単
に
作
成
で
き
る
【
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
】
を
設
け
て
い
ま
す
。
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
出
力
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ
ム

：

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
や
「
税
金
相
談

：

タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
（
６
５
０
項
目
収
録
）」
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

納
税
は
、
振
替
利
用
制
度
の
ご
利
用
を

　

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の
納
税
の
方
法
に
、
振
替
納

税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
便
利
で
安
全
な
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
次
の
所
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宇
和
島
税
務
署　

宇
和
島
市
堀
端
町
１
番
３
８
号

℡（
代
表
）
　
　
　
　

０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

℡（
個
人
課
税
部
門
）　

０
８
９
５
―

２
２
―

７
５
５
６

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
12
月
歌
会
）

飛
行
機
よ
り
眺
め
て
驚
く
星
空
よ
り
神
戸
の
灯
り
な
ん
と
美
し　

澤
近　

正
弘

今
あ
ら
ば
葬ほ

お

り
の
媼

お
う
な

の
年
な
り
き
読
経
聴
き
つ
つ
母
を
し
偲
び
ぬ　

前
田　

知
子

運
転
中
背
骨
の
曲
が
り
を
感
じ
た
り
座
り
な
お
し
て
景
色
も
映
え
る　

扇
野
八
代
生

気
が
つ
け
ば
夫
と
の
会
話
多
く
あ
り
姑
な
き
後
の
朝
な
夕
な
に　

木
本　

清
子

会
津
の
友
よ
り
蜜
入
り
リ
ン
ゴ
送
り
来
し
会
津
を
巡
り
し
日
み
な
若
か
り
き　
　

清
水　
　

香

か
ら
お
け
の
友
と
の
会
話
に
笑
ひ
あ
り
上
手
に
な
ら
ぬ
に
通
ふ
教
室　

井
村　
　

操

結
び
た
る
腰
の
晒さ

ら

布し

を
握
り
し
め
翁

お
き
な

は
媼

お
う
な

に
歩ほ

を
合
わ
せ
お
り　

岩
村
千
代
子

わ
が
家
に
二
年
暮
ら
し
し
少
年
の
進
路
決
ま
り
し
と
電
話
か
け
く
る　

前
田　
　

充

子
の
呉く

れ
し
万
歩
計
つ
け
て
出
で
来
た
る
今
日
よ
り
の
散
歩
心
は
づ
め
り　
　
　

中
平
喜
美
代

週
間
予
報
に
旅
先
の
気
温
確
か
め
て
セ
ー
タ
ー
一
枚
荷
の
中
に
足
し
ぬ　

松
本
マ
ス
子

小
春
日
の
さ
す
縁
側
に
背
や
腰
を
ぬ
く
め
つ
つ
読
む
を
リ
ハ
ビ
リ
と
す
る　
　
　

國
松　

幸
枝

売
れ
残
る
野
菜
を
待
ち
て
帰
る
途み

ち

一
入
早
き
師
走
の
入
り
陽　

国
光　

良
子

昨
日
と
は
打
っ
て
変
り
し
上じ

ょ
う
び
よ
り

日
和
師
走
歌
会
の
人
招
く
が
に　

山
本　

豊
子

小
春
日
に
蛇
の
ろ
の
ろ
と
道
わ
た
り
友
と
吾
の
歩
み
を
止
め
し　

河
上　

明
美

障
害
は
神
の
み
技
と
車
椅
子
の
息
子
を
押
し
て
教
会
へ
行
く　

吉
田　

信
保

ハ
ゼ
の
木
は
グ
レ
ー
の
実
つ
け
さ
み
ど
り
の
若
葉
産
み
け
り
笑
み
て
対
話
せ
り　

宮
本
ヨ
リ
コ

み
ど
り
児
に
ふ
る
る
こ
と
な
く
み
ま
か
り
し
母
の
御
影
と
半
世
紀
生
く　

浜　

香
代
美

◆
内
海
俳
句
会

出ご

ば

ん番
な
き
歌か

る

た

留
多
に
孫
の
長

ち
ょ
う

じ
け
り

襤ら
ん

褸る

の
詩
あ
た
た
め
お
り
ぬ
凍い

て
し
夜　
　
　

堀
田　

辰
枝

路
地
裏
に
律り

ち

ぎ儀
に
老
い
て
着
ぶ
く
れ
ぬ

窓
拭
き
て
冬
至
の
日
差
し
落
し
け
り　

太
田　

信
子

越
し
方
を
自
問
自
答
し
落
葉
踏
む

北
風
に
負
け
ず
曽
孫
の
声
が
走
る
庭　

好
岡　

惣
一

霊
魂
の
振
る
薙な

ぎ
な
た刀

に
月
凍
て
ぬ

三
日
月
の
剣
に
躓

つ
ま
づ
くく

雪
女　

岩
森
十
志
子

◆
篠
南
川
柳
会

ヘ
ボ
将
棋
今
度
も
壁
に
突
き
当
た
り　

板
川　

良
子

壁
掛
け
に
川
柳
一
句
自
信
作　

岡
野　

静
子

コ
ー
ヒ
ー
の
取
り
持
つ
縁
で
仲
間
入
り　

岡
原　

善
子

宇
和
島
税
務
署
か
ら
！

お
早
め
に
、
春
の
確
定
申
告
！

郵
便
局
移
転
の
お
知
ら
せ
！

　

西
海
郵
便
局
が
、
次
の
と
お
り
愛
南
町
役
場
西
海
支
所
内
に
移
転
を
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
移
転
日　

３
月
５
日（
月
）

○
移
転
先　

愛
南
町
役
場
西
海
支
所
（
船
越
１
２
８
９
―

１
）

○
問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
西
海
郵
便
局
（
℡
８
２
―

０
０
０
０)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　次の日の午後２時～
４時に、無料で弁護士
と民生児童委員１名が
相談をお受けします。
２月13日　
御荘老人福祉センター
　詳しくは、社会福祉協
議会本所（℡70－1251）
へ問い合せください。

福祉法律相談室

コ
ー
ヒ
ー
で
も
の
言
葉
で
す
ぐ
に
一
時
間　

木
本　

清
子

コ
ー
ヒ
ー
の
味
も
虚
ろ
な
初
デ
ー
ト　

木
下　
　

亨

戸
を
開
け
て
気
軽
に
上
が
る
友
が
居
る　
　
　

田
中
す
み
子

ド
ア
開
け
て
待
っ
て
い
ま
し
た
退
院
日　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

戸
を
閉
め
て
鍵
掛
け
ほ
っ
と
一
安
心　

野
中
ミ
ツ
ル

携
帯
で
も
う
朝
で
す
よ
ド
ア
の
外　

國
松　

幸
枝

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
県
政
へ
反
映
さ
せ
る

た
め
、
県
政
に
対
し
て
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ

く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
人
数　

４
名
以
内

○
任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

○
応
募
資
格　

県
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
方
（
公
務

員
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
）

○
応
募
方
法　

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙
」（
市
町
・
県
の
施

設
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宇
和
島
地
方
局
総

務
調
整
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
選
考
の
結
果
は

全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
応
募
締
切　

２
月
28
日（
水
）（
当
日
必
着
）

○
問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
地
方
局
総
務
調
整
課
（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
か
ら
！

県
政
モ
ニ
タ
ー
、

募
集
の
お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（12月受付分）

（12月受付分）

【
募
集
職
種
】　

看
護
職
員

【
勤

務

地
】　

広
域
事
務
組
合
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
福
祉
施
設

【
応
募
資
格
】　

看
護
師
又
は
准
看
護
師
の
免
許
を
持
つ
健
康
な
方

【
採
用
年
月
日
】　

４
月
１
日

【
賃　
　

金
】　

日
額　

看
護
師
資
格
８
，２
５
０
円
、
准
看
護
師
資
格
７
，３
５
０
円

【
試　
　

験
】　

面
接
試
験(

応
募
者
に
別
途
連
絡)

【
応
募
要
領
】　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
っ
て
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、
広
域
事
務

組
合
管
理
課
人
事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
せ
】　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
管
理
課
人
事
係

℡
（
０
８
９
５
）
２
２
―

８
６
６
４

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら
！

臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ
！

訂正とお詫び

　１月号のP16の武久實
みのる

さんの受章された叙勲は「旭日単光

章」ではなく、正しくは「瑞宝双光章」でした。訂正してお

詫びいたします。



■編集・発行

愛南町役場広報広聴室
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/

■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編 集 後 記

愛は南から

愛南町の人口
（平成１９年１月１日現在）

世帯数　11,130 戸　
人口　   27,335 人
　男　   12,790 人
　女      14,545 人

　愛南町誕生後、早いも
ので 3 回目となる新春恒
例の華やかな成人式が行
われ、会場となった御荘
文化センターでは、あち
こちで旧友との記念撮影
も行われる中、広報紙掲
載のため、夢や希望に満
ちた素敵な笑顔を撮影さ
せていただきました。ご
協力をいただいた皆さん
には、紙面を借りまして
心よりお礼申し上げます。
　さて、テレビやニュー
スでは、相変わらず全国
各地で新成人のマナーの
悪さが問題となっていま
すが、問題を起こす新成
人の未熟さもさる事なが
ら、そのような問題行動
を黙認してきた社会にも
責任があるように思いま
す。やはり、自己中心的
な考えで社会に迷惑をか
けるのではなく、社会に
貢献できる「人」になる
ことなど、家庭や地域で
の教育 (しつけ )の大切さ
を痛感します。
　新たなる人生の節目を
迎えられた新成人の皆さ
んには、　成人式を「精神
的にも自立をし、社会に
対して権利と義務を負う
ということ、そんな社会
的立場を理解した責任あ
る行動がとれる大人にな
るこということ」、この二
つのことを決意する機会
として捉えて欲しいと思
います。
　そして、みんなで「美
しい町、愛南」のやさしさ・
思いやりを育みましょう。
　

懐かしい旧友との再会を喜ぶ笑顔と、華やかな着物の撮影会

となった「第 3回愛南町成人式」の様子です。
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